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＜はしがき＞ 

本報告書は、平成１８年度～平成１９年度に科学研究補助金の交付を受けて実施された「職業

ストレスと慢性炎症の動脈硬化への影響」についての研究成果をまとめたものである。 

本研究では職病ストレスモデルをもいて評価を行い、その炎症や動脈硬化等への影響、さらに

遺伝要因の炎症への影響を検討してきた。今後も、炎症としての動脈硬化については、生化学的・

遺伝的要因のみならず、社会的要因を含めて検討を行い、予防に役立てていくことが望まれる。 
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